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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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お釈迦さん

４月の道の駅たちばな

新入学、新学期を前に、子どもの
犯罪被害予防についてまとめました。

　全国で子どもに対する声かけや、つきまといっ
た事案が相次いでおり、これらの被害を防止す
るためには、日ごろから子ども自身が犯罪の被
害にあわないための心構えを身につけておくと
ともに、保護者や地域の方で、子どもの安全を
守るために気を配っていくことが重要です。

【子どもに教えておくべきこと】
  ①  見えにくい場所や暗い場所等、危険な場所
    　に近づかない。
  ②  子ども１１０番の家など、いざという時に
    　逃げ込める場所を知っておく。
  ③  外へ出かけるときは、家族に行き先と帰る
    　時間を告げるようにする。

【保護者や地域の方へのお願い】
  ①  子どもが集まる場所に目を配る。
  ②  一人でいる子どもに目を配る。　
  ③  あいさつ等、普段から子どもに声かけをし
　    ておく。
  ④  危険な場所にいる子どもに声をかける。

　住民同士の強い絆で、地域から犯罪者を追い
出し、子どもが
安心して暮らせ
る地域づくりを
目指しましょう。

　４月８日は花まつり「お釈迦さん」
です。今もお釈迦様の像の頭から甘
茶をかけてお参りする行事が続いて
いる所を見かけます。
　お釈迦さんといえば天道花と甘茶
を思い出します。
　子供のころ、物を仲間からもらっ
たら、「オ天道サン　オ天道サンニ
見ーセタ」とかざして素早く唱えま
す。もらっても、前言を翻して取り
戻されることもあるわけです。
　証としてまずお天道さんにかざし
て見せておけば、絶対にもう取り戻
せないと言う子供同士の掟がありま
した。また「お天道さんに面向けさ
れんごたるこた　すんな」とも戒め
られたものです。「お天道さん」は絶
対の権威を意味し、「天竺」は無限の
象徴でもあったのです。
　又甘茶で髪を洗うと髪が黒くなる、
顔を洗うと出来物ができないと言い

ます。これで墨をすって字を習うと、
上手になると言います。いくら言い
伝えとはいえ、信じ得るということ
は昔の人にとって一つの救いではな
かったでしょうか。
　時代は変っても、心の拠り所とし
て何か一つぐらいは信じられるとい
うものが欲しいものです。
「八女の方言」内山一兄 ･郷田敏男著より


